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コメント 

本研究は、⾦属⼈⼯格⼦についてスピントロニクスの視点で
再評価し、その有⽤性を明らかにすることを⽬的としており、
スピンに関わるオービトロニクス、反強磁性結合、カロリトロ
ニクスの 3 点に着眼して検討することとしている。 

⼈⼯ナノ構造による⾦属材料創製の体系化された研究提案で
あり、応募者らのチームの有する⾼い⾦属⼈⼯格⼦作製能⼒に
裏打ちされた研究活動実績を踏まえた内容であることから、⼤
きな成果が期待できる。 

   


